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　Edsger W. Dijkstra は，計算機科学界に多大の業績を残して8月 6日，ガンのため死去．享年
72．1976 年に来日している．機知に富む多数の警句があり，Lispを “the most intelligent way to 
misuse a computer”と絶賛した（情報処理 Vol.18, pp.1248-1256 (1977) および Vol.43, 
p.190 (2002)）．
　今月（と来月）の特集は「失われゆく情報の復元・保存技術」．日文研の山田奨治が編集を担当．
計算機の応用では比較的遠方にあると思われていた文科系だが，古歌どうしの関係の発見や，書物
の成立過程の推測，膨大なデータベースのブロードバンドによる公開などに，計算機活躍の場がか
くもありしかと知る．
　今月は規格関係が 2件出揃う．小林亜令他「モバイル・地図へと応用広がるWebグラフィクス
標準規格 SVG」と金子格他「ユビキタス・マルチメディアの融合を目指すMPEG-21標準化の動向」
である．前者は現在のHPの図が jpeg イメージで固定サイズにしか表示できないのを，大きさ可変
で表示したいという願望を実現しようとするものである．一方，後者はブロードバンド時代のコン
テンツの管理を目標において制定中のものだ．規格番号は21000だそうだが，14000とかラウンド
ナンバーが次々と使われ，やがて天文学的な規格が現れるのではないかと杞憂している．
　IETFの連載は今月で幕．今回は村井純他による7月の横浜会議の総括報告となった．WIDEプ
ロジェクトでは，成田から横浜まで IPリーチャブルにするぞとぶちあげていたが，その顛末につき
ては本稿を読まれたし．
　やさしいハードの話は島川祐一他に「携帯機器用燃料電池」を書いて貰う．前述の IETF
会議では，情報には無線 LANが使えたが，電源も必要とコンセントを大量に設置した．参
加者がノートPCを充電しつつ会議に出ているので，相当なパワーを食ったらしい．燃料電
池自動車は大気汚染もせず，PCは電池が長持ちし，瞬間充電できる．早く実用化して欲し
いものである．
　「日本の IT 産業を考える」田中秀樹は IT 業界で起業した経験を振り返る．そういえばHow to 
kill ideas は先に他界した高橋延匡の教授室にも掲げてあった．皆さん，一度は読んでみよう．
　昨今，ファイバーといえば即，光ファイバーだと思ってしまうが，桜井哲真の「ITで変わる福井・
福井が変える IT」で福井大学に新設されたファイバーアメニティ工学専攻の話を読むと，お，ファ
イバーってそうだったんだ．
　知られざる計算機（2月号）に寄稿した神戸大学の滝は，いわゆる技術移転でいまはLSI 開発ベ
ンチャー，AIL の社長をやっている．今月のとっきょの話，南義明「大学等の研究機関にとっての
産学連携」には技術移転に必要な特許の説明がある．いろいろいいことあるらしい．一旗掲げんと
する向きには必読であろう．
　アメリカ ITまわりの話題では藤崎哲之助が「コラボレーション」のテーマでアメリカの企業人が
どう働いているかを伝えている．アメリカ企業（いや大学も）のイメージはみんなが大型の自動車
で通勤してくるといった図だったが，いまでは check email，check web sites，．．．なのか．編集
子も IP電話会議をよくやるが，ノイズは左程気にならず．
　プロムナードは石畑清「点の集合を包含する球」．昨年この問題を読んだ時，計算幾何学的に解
くことしか念頭になく，そうプログラムしたが，空間の 8分割を繰り返す方法もあったとは！　そ
ういえばN体問題用のBarnes-Hut 法も空間 8分割だ（Nature 324，pp.446-449（1986））．
　名著名論は甘利俊一がWiener の「Cybernetics」を，米澤明憲がBackus の「von Neumannボ
トルネックと関数プログラム」を紹介した．Wiener は 1950 年代の訪日の折，夫妻で同じ探偵小説
を買い，それぞれで読んでいた．なぜって結末を相手に聞くのは癪だからだそうだ．一方，この記
事に出てくる会議でのBackus は Gパン姿でそれはかっこよかったという．（ ）
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